
一般社団法人神奈川県トライアスロン連合 2025 年度社員総会議事録 

 

開催日時 2025 年 6 月 21 日（日）10:00～11:15 

開催場所 神奈川県横浜市神奈川区 2 丁目 24-2 かながわ県民センター（1502 号室） 

出席者【社員（2 名）】 

嶋崎 嘉夫（川崎東地区）・髙崎 聡（横浜北地区） 

【委任状提出者（9 名）】 

青沼 修司（湘南西地区）・小島 功義（湘南東地区）・小林 裕明（川崎西地区）・ 

込山 雅視（西湘地区）・中込 英夫（県央地区）・西村 禎子（横浜南地区）・ 

花上 喜代志（横浜西地区）・山崎 秀樹（相模原地区）⇒髙崎聡社員に委任 

奈良島 信秦（横浜東地区）⇒中込英夫社員に委任 

【理事・監事（17 名）】 

中山 俊行（会長）・杉浦 眞由美（副会長）・渡邊 英夫（副会長）・髙崎 聡（専務理事）・ 

池田 勝次（理事）・伊藤 功顕（理事）・岩田 聖市（理事）・海野 浩（理事）・ 

小金澤 光司（理事）・高田 友希（理事）・中丸  明寛（理事）・新津 桂一郎（理事）・ 

花井 哲（理事）・松村 一彦（理事）・脇 真由美（理事）・若杉 恵夢（理事）・ 

和泉 誠一（監事） 

【事務局長（1 名）】 

杉浦 博 

議事事項 

・第 1 号議案 2024 年度事業報告 

・第 2 号議案 2024 年度決算報告 

・第 3 号議案 2025～2026 年度人事案 

・第 4 号議案 2025 年度活動計画案 

・第 5 号議案 2025 年度予算案 

1. 開会の辞（杉浦眞由美副会長） 

   一般社団法人神奈川県トライアスロン連合定款第 11 条に「社員総会は、すべての正会員をもって構成

する」とある。また第 17 条に「社員総会の決議は、総正会員の議決権の過半数を有する正会員が出席し、

出席した当該正会員の議決権の過半数をもって行う。但し、当該議事につき書面をもってあらかじめ意

思を表示した者、他の者を代理人として表決を委任した者は出席したものとみなす」とある。本日の出

席者は社員 11 名のうち 2 名です。委任状提出者 9 名であり、本社員総会が成立していることを報告する。 

 



2. 挨拶（中山俊行会長） 

猛暑にもかかわらずご参集いただき、誠に感謝する。来週、神奈川県連合として大磯大会を控えてお

り、多忙を極める中で本総会を開催することとなった。関係者の負担に十分配慮しつつ、円滑かつ充実

した審議を行う所存である。本日はどうぞよろしくお願いする。 

 

3. 議長および議長団の選出 

   定款第 18 条に「社員総会の議長は、会長がこれにあたる。ただし、会長が議長にあたることができな

い時は、社員総会において正会員の中から選出する」とあり、会則に従い中山俊行会長が議長となった。

議事録作成者に中丸明寛理事、議事録署名人に中山俊行氏、嶋崎義夫氏、髙崎聡氏が指名された。 

 

4. 第 1 号議案「2024 年度事業報告」の審議 

▶髙崎聡専務理事より内容説明 

 専門委員会活動については、各委員長より内容説明。 

【質疑応答】 

 なし 

▶異議なく、全会一致で承認された。 

 

5. 第 2 号議案「2024 年度決算報告」の審議 

▶杉浦眞由美副会長より内容説明 

【質疑応答】 

 なし 

▶和泉誠一監事より、監査報告 

▶異議なく、全会一致で承認された。 

 

6. 第 3 号議案「2025～2026 年度人事案」の審議 

▶髙崎聡専務理事より内容説明 

【質疑応答】 



 なし 

▶異議なく、全会一致で承認された。 

 

7. 第 4 号議案「2025 年度活動計画案」の審議 

▶髙崎聡専務理事より内容説明 

 専門委員会活動については、各委員長より内容説明。 

【質疑応答】 

 なし 

▶異議なく、全会一致で承認された。 

 

8. 第 5 号議案「2025 年度予算案」の審議 

▶杉浦眞由美副会長より、内容について説明 

【質疑応答】 

 なし 

▶異議なく、全会一致で承認された。 

▶議長 

以上で本日の予定した議案はすべて承認された。これらの決議により、一般社団法人神奈川県トライ

アスロン連合（KnTU）の 2024 年度から 2025 年度への移行が完了した。 

 

9. 閉会の辞（杉浦眞由美副会長） 

▶嶋崎社員より挨拶をいただいた。 

 KTA 会長として本総会に参加するにあたり、日頃より KnTU の皆様から賜るご支援に改めて感謝す

る。東扇島トライアスロンの大会本部エリアの常設テントが手狭であるため、管理機関である国に拡

張を相談したところ、国交省の首都圏防災拠点に指定されていることから、駐車場で使用する広場が

災害時の陸揚げ分別拠点と位置付けられ、一面を覆う大型テントを既に所有していることが判明した。

そのため、大会本部エリアのテント拡張は叶わないとの回答を受けた。一方で、猛暑や嵐による器材

の濡れを懸念しており、利便性向上のため知恵を絞りたい。ご意見やアイデアをお願いする。新年度

の幕開けに当たり、中山会長の下で一丸となって活動できることに深く感謝し、ご挨拶とする。 



▶髙崎社員より挨拶をいただいた。 

日頃より大所高所の視点からご意見・ご協力を賜る嶋崎社員に、心より感謝する。社員および専務

理事の立場から、皆さまに一つお願いがある。2018 年の一般社団法人化以降、決算・予算の面で単年

度黒字をいまだ達成していない現状にある。もちろん、会員および大会参加者の浄財である剰余金を

有効に活用することは、やぶさかではない。しかし、限りがあるため、持続的な運営のためには黒字

化を進める必要がある。私自身社員の立場としても同様に黒字化を望んでいる。本年度も皆さまの協

力を得ながら、活動を継続していきたいと考えている。 

    

 

以上 

 

議事録作成 中丸 明寛 

議事録署名人 中山 俊行 

議事録署名人 嶋崎 嘉夫 

議事録署名人 髙崎  聡 

 


